
 

  「わらじ医者の女房」早川ゆきエッセイ 

    『寒
かん

月
げつ

』 
エッセイ 早川 ゆき 
画 神門やすこ 

 

定価 2,000円＋税 
（80 ページ フルカラー 上製本） 

忘れられないあの頃、どうしても伝えておきた

いことがある――「わらじ医者の女房」早川ゆ

きエッセイに『福祉のひろば』の表紙絵でおな

じみの神門やすこが一つひとつのエピソード

に込められた思いに共感し、描き下ろしの画を

添えて、一冊のすてきな絵本が誕生しました！ 

好評発売中！ 

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

ふるってご参加ください！

「知はちから」――ともに学んで、福祉の未来を切りひらきましょう！

コマ

基礎講座をとおして何を学ぶか 深谷弘和

ハンセン病の歴史と社会福祉 永岡正己

学びをかたちへ 申佳弥

高倉弘士

フィールドワーク：国立療養所長島愛生園　 芦田麗子

入所者の方

ハンセン病から社会福祉を考える 永岡正己

回復者の方

排除と 鴻上圭太

フィールドワーク：釜ヶ崎　現代の貧困と子どもの貧困 生田武志

荘保恭子

水野阿修羅

社会福祉援助論　私たちは何に依拠し何を成すのか 北垣智基

地域福祉の現状　私たちは何をどうすることができるのか 藤松素子

社会福祉に求められるもの　貧困、排除に立ち向かう方法 中野加奈子

これからの社会福祉 石倉　康次　氏
権利としての社会福祉の発展に何が求められているのか考えます。
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総合社会福祉研究所
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⑩
7月21日

立命館大学教授

１６:００～１７:００

１３:３０～１５：３０

日本福祉大学名誉教授

大阪健康福祉短期大学教授

野宿者支援ネットワーク

ＮＰＯ法人こどもの里

大谷大学准教授

１５：４０～１８：００

１３:３０～１５：３０

１５：４０～１８：００

１３:３０～１５：３０

１５：４０～１８：００

社会的排除や貧困をめぐるフィールドワークをとおして、どうすれば現状
を打開できるのか。打開するためにはどんな方法があるのか。これまでの
実践事例などをふまえ、立ち向かう方法を学びます。

10月6日

地域福祉という視点から、利用者に対して何が求められているのか。ほん
とうに必要な手立てはなんなのか、何ができるのか、何をしなければなら
ないのかを考えます。

第31回社会科学･社会福祉基礎講座を開講します！！

前
期

テーマ・ねらい 講師・所属

6月2日
１３:３０～１５：３０

１５：４０～１８：００

③

④

⑤

⑥
総合社会福祉研究所

神戸親和女子大学講師

①

１３:３０～１５：３０
日本福祉大学名誉教授

日程

7月7日
１３:３０～１５：３０

１５：４０～１８：００

終日

１５：４０～１８：００

10月20日
１３:３０～１５：３０

１５：４０～１８：００

11月17日
１３:３０～１５：３０

１５：４０～１８：００

地域史研究家

大阪健康福祉短期大学准教授

佛教大学教授

現代の貧困と子どもの貧困を釜ヶ崎のフィールドワークをとおして考えま
す。講師には、本誌連載の生田武志さんや、映画『さとにきたらええや
ん』の舞台となったＮＰＯ法人こどもの里から荘保恭子さんから釜ヶ崎の
現状をお伺いします。また、釜ヶ崎の地域史研究家の水野阿修羅さんをお
迎えし、地元の方も知らない釜ヶ崎を案内してもらいます。

11月24日

基礎講座のねらいと、企画意図についてガイダンスをします。今回の講座
では、国立療養所へ見学にいきますので、ハンセン病についてもビデオや
ＧＷなどをつうじて入門講義をおこないます。

ハンセン病の歴史と社会はそれをどう受け止めてきたのか。また、社会福
祉はそのときどのような支援をおこなったのか等を考えます。今とられて
いる支援は本当に最善なのか。ハンセン病をとおして考えます。

受講生の皆さんには、国立療養所の見学で学んだことをかたちにします。
かたちにするにあたっての方法を学びます。

長島愛生園は岡山県にあります。どのような暮らしを送ってきたののか。
現地に入り視察し、入所者の方から話を聞きます。*赤穂線日生駅までの
交通費は実費。

社会福祉の役割を、ハンセン病からみます。隔離に加担した社会福祉労働
者の反省をとおして、人権や社会科学的な視点が不可欠なのか、目の前の
利用者支援だけをしていてはダメだということを学びます。

フィールドワークや回復者の語りから、それぞれのグループの着眼点から
かたちにしていきます。当日は、本誌に幾度も登場している鴻上先生やひ
ろば編集者も同席し、皆さんの思いをかたちへしていきます。

フィールドワークで様々な現実を垣間見たのではないでしょうか。私たち
は社会福祉にたずさわっている者は、どのような価値観や論理に基づき福
祉と向き合わなければならないのでしょうか。

天理大学講師

■会 場 国労南近畿会館（1階会議室）

■受講料【全講座通し受講の場合】

当研究所個人会員 30,000円

一般 40,000円

【前期または後期のみ受講の場合】

当研究所個人会員 20,000円

一般 25,000円
※当研究所団体会員に所属の方は会員料金と

異なる場合があります。詳しくは事務局へ。

■定員 30名
■お振込み お申し込み後、一週間以内に下記へお振込みください。

△

ゆうちょ銀行 00990－0－62868 ［加入者名］総合社会福祉研究所

※郵便振替用紙通信欄に「基礎講座受講料」と明記して下さい。

全講座通しての受講をおすすめしますが、半期（前期のみ、後期のみ）の受講も可能で

<おねがい>
※都合により、日程・講師が変更になる場合があります。また終了時間は目安ですので、ア

ンケート 記入等で遅くなる場合がありますことをご了承ください。

※手話通訳、保育はありません。講義の録音はご遠慮ください。



「健康で文化的な生活」を
支える実践

（シリーズ　健康で文化的な最低限度の生活を考える）

　北陸の長かった冬が終わり、待ちに待った春の到来。とくにこの冬は大雪で長いあいだ白い
世界でした。入居のみなさんも、順番に近所の桜の名所にお出かけ。なんぶやすらぎホーム（石
川県金沢市）で暮らしておられるお二人（ご夫婦ではありません。ご近所同士です）がそろってお
花見に。満開の桜を前に、お互い春をめでてにっこり、柔らかな表情に。うれしい桜です。



　なんぶやすらぎホームの定員は40名です。石川県では50人以下の施設は、不在者投票が施
設内でできない規則でした。入居のみなさんと、「施設に入っていても社会参加したい」とい
うあたりまえの要望を、県の選挙管理委員会に伝え、２年がかりで施設内での不在者投票が実
現しました。「自分の住んでいるところで投票ができるのはうれしい」「女性が投票できるよう
になってから欠かさず投票に行っている」と、参政権を行使できました。
� （１・２面　写真　文：坂口朋美〈なんぶやすらぎホーム施設長〉）



　「“未来を信じ、未来に希望をつないで生きることができる”と、日本国憲法の誕生をよろこ
んだころを思い返す。80歳を超えた今、この国の政治に何をか思わん。貧困と差別の加速、
老人の生き方についても、排除の論理と自己責任論。“老いを敬い、老いに学ぶ”という敬老
の思想の否定、爾

じらい

来東洋思想では大切にされていた“障害者”の居所が奪われている状況を深
く憂いている」と書いてくれた、井上公

こうしゅう

舟さん。「君たちががんばってよ」と笑っています。
（写真・文　鈴木太一〈京都市原谷地域包括支援センター「高齢サポート・原谷」社会福祉士・主任介
護支援専門員〉）



　高槻温心寮での高齢期の暮らしは、「住みなれた施設でいつまでも」。暮らしの安心はもちろ
ん、笑顔いっぱい、おしゃれも楽しみたい……。それが高齢者の施設ではなく、生活保護の施
設でむかえるものであっても。� （写真　文：田中彰〈高槻温心寮施設長〉）
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銭湯から子どもの貧困を
かんがえる

朝日温泉　田
たまる

丸　正
まさたか

高さん

地
域
の
人
た
ち
が
“
子
ど
も
食
堂
”
を
実
施
し
て
い
る
の
を
、
た
ま
に
目
に
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
「
子
ど
も

銭
湯
」「
子
ど
も
の
お
風
呂
」
な
ん
て
の
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
た
ん
に
子
ど
も
の
入
浴
料
を
無
料
に
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
長
く
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
カ
フ
ェ
に
入
っ
た
と
き
、
自
分
の
コ
ー
ヒ
ー
代
金
と
は
別
に
、
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
分
を
先

払
い
し
保
留
し
て
お
き
ま
す
。
こ
う
し
て
で
き
た
“
保
留
コ
ー
ヒ
ー
”（Suspended Coffee

）
を
、
貧
困
層
の

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
の
お
風
呂
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
銭
湯
で
も
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら
、
将
来
的
に
子
ど
も
の
風
呂
代
を
無
料
に
で

き
て
、
子
ど
も
が
自
由
に
銭
湯
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
家
で
も
満
足
に
お
風
呂
に
は
入
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、“
こ
ど
も
銭
湯
”
を
と
お
し
て
週
に
一
度

で
も
大
き
な
お
風
呂
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
ら
ス
テ
キ
だ
な
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
無
料
で

入
浴
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
大
人
が
カ
ン
パ
を
し
て
、
子
ど
も
に
お
風
呂
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い

う
企
画
で
す
。
ど
こ
か
か
ら
財
源
を
も
ら
っ
て
き
て
や
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
近
し
い
“
顔
の
見
え

る
人
か
ら
顔
の
見
え
る
子
ど
も
た
ち
へ
”
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

一
週
間
後
に
は
、
動
き
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
銭
湯
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
、
お
客
さ
ん
た
ち
に
ど

う
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
カ
ン
パ
箱
を
“
そ
っ
と
”
置
き
ま
し
た
。
当
初
は
そ
ん
な
に
集
ま
ら
な
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たまる　まさたか

　2003年に脱サラをして朝日温泉を手伝いはじめ、2007年に全面リ
ニューアルして朝日温泉の３代目となる。2015年より子どもから大
人まで幅広く銭湯に馴染みをもってもらおうと、普段銭湯でやった
ら絶対怒られることを競技に変えて遊ぶ！　をコンセプトにオフロ
ンピックを開催。イベントを通じて普段銭湯へ行かない人にも足を
運んでいただくきっかけになればと、精力的に活動しています。
　2018年２月より子ども達に銭湯に馴染みをもってもらうべく『こ
ども銭湯』を開始。毎月第１、第３日曜日（12時〜 13時）開催し
ています。※日程変更になることがありますのでお問い合わせくだ
さい。http://www.asahi-onsen.com

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
、「
は
い
こ
れ
今
週

の
ぶ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
カ
ン
パ
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
み
て
子
ど
も
銭
湯
を
知
っ
た
方
か
ら
も
、
カ
ン
パ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
回
目
（
二
〇
一
八
年
二
月
一
八
日
開
催
）
は
、
一
九
人
（
小
学
生
一
六
名
、
幼
児 

三
名
）
の
子
ど
も
が
入
り

に
き
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
地
域
の
方
々
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
っ
ぽ
う
で
、
課
題
も
多
く
残
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
な
ぜ
お
風
呂
代

が
無
料
な
の
か
と
い
う
話
を
す
る
の
で
す
が
、
口
頭
で
の
説
明
で
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
絵
で
見
て
伝
わ
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
に
五
回
開
催
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
同
士
が
も
っ
と
集
ま
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
然
と
友
だ

ち
に
も
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

地
道
に
で
も
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
年
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
意
味
が
な
い
。

辞
め
ら
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
阪
府
公
衆
浴
場
組
合
事
業
委
員
会
「For-U

（
湯
）」

で
も
「
子
ど
も
銭
湯
を
や
れ
る
と
こ
ろ
は
や
ろ
う
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
こ
ど
も
銭
湯
は
、
六
月
三
日
一
二
時
か
ら
一
三
時
ま
で
で
す
。
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「
わ
し
は
も
う
こ
の
家
で
は
死
ね
ん
の
か
」

い
よ
い
よ
老
人
ホ
ー
ム
へ
行
く
と
い
う
朝
、
九
十
七
歳
の
政
一
さ
ん
は
、
九
十
四
歳
の
奥
さ
ん
に
聞
く
と

「
も
う
誰
も
世
話
で
け
へ
ん
の
や
。
わ
て
も
体
が
弱
っ
て
し
も
た
し
」

政
一
さ
ん
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
ず
に　

息
子
さ
ん
の
車
で
山
里
は
な
れ
た
老
人
ホ
ー
ム
へ
入
所
し
て

行
っ
た
。

子
ど
も
が
七
人
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
て
独
立
し
、
そ
の
家
に
は
老
夫
婦
二
人
の
暮
ら
し
が
も
う
二
十
五

年
も
続
い
て
い
た
。

…
…
…
…

お
じ
い
さ
ん
は
、
毎
日
の
よ
う
に
家
へ
帰
り
た
い
と
寮
母
さ
ん
に
頼
み
、

「
お
ば
あ
は
ど
う
し
て
る
」

と
聞
き
、
皆
返
事
に
困
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

特 集
高
齢
期
の
豊
か
さ

　
─
─
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
保
障
と
は
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…
…
…
…

そ
し
て
、
あ
る
朝
、
政
一
さ
ん
は
、
食
事
の
わ
か
め
を
喉
に
詰
め
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
窒
息
し
た
。

そ
れ
は
ま
こ
と
に
あ
っ
け
な
い
死
で
あ
っ
た
。

西
陣
織
の
優
れ
た
技
術
者
で
、
無
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た
政
一
さ
ん
は
、

誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
に
逝
っ
た
。
九
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

あ
ん
な
に
帰
り
た
が
っ
た
家
に
帰
れ
た
の
は
、
骨
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

�
（
わ
ら
じ
医
者
の
女
房　

早
川
ゆ
き　

エ
ッ
セ
イ
『
寒
月
』「
あ
る
死
」
よ
り
抜
粋
）

今
回
の
特
集
で
は
、
高
齢
期
に
お
け
る
健
康

で
文
化
的
な
生
活
、
最
低
限
度
の
生
活
を
、
高

齢
福
祉
に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
や
、
日
頃
か
ら

高
齢
者
や
家
族
を
見
守
ら
れ
て
い
る
方
々
か
ら

思
い
や
願
い
、
現
場
か
ら
の
問
題
提
起
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
編
集
主
幹
）


